
はつらつ教室 

日　時：９月２５日（金）１０時～１１時 

持ち物：タオル、飲み物 

場　所：三田ヶ谷公民館和室　　 

お問合せ　高齢介護課 

健康運動教室 

日　時：９月２日（水）、１０月７日１０時～１１時３０分 

持ち物：タオル、飲み物 

場　所：三田ヶ谷公民館和室 

お問合せ　健康づくり推進課

 
 
 
 
 

 
 

〇日  時　　１０月４、１８日（日）　９時３０分～１１時３０分 

〇場  所　　三田ヶ谷公民館      〇講  師　　細野　和江 氏 

〇対  象　　市内在住、在勤の方　 〇テーマ　　干支 未 

〇定  員　　２０名（先着順）    

〇費  用　　大：３,２００円（干支　未）　※今年度より「大」のみ 

〇持ち物　　エプロン、布切りばさみ、紙切りばさみ、小ばさみ、 

古タオル、ヘラ（お持ちの方のみ） 

〇申込み　　９月６日（日）８時３０分より、費用を添えて公民館へ 

 

 

 

 

全６回のけやき大学は、残り３回を予定しています。興味のある方は見学に来てみませんか？ 

９月３日（木）　　　 カラオケを楽しもう！ 

９月２５日（金）　  グラウンド・ゴルフを楽しむ （１０月２日予備日） 

１０月１５日（木）　 消費生活講座「悪徳商法から身を守る！」 

　　　　　　　　　　　　地域の歴史講座「三田ヶ谷あれこれ」 

 

 

 

 

 

 
 

6月 18日「バンド生演奏」 　　7月 9日「リンパ整体体操」 　　8月 19日「市長講話」 
 
 
 
 
 
 
 
 

木　 目 　込 　み 　人 　形　 講　 座 　

令 和  ８ 年 ９ 月 １ 日 
発行  三田ヶ谷公民館　
TEL　５６５－００４０

まなんで、たのしい！　けやき大学！！ 　

　　 



『武蔵国郡村誌』による

と、三田ヶ谷地区で一番人

口が多かったのは三田ヶ

谷村１,１６４人で、戸数は
２０２戸でした。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「いいでぇー！！三田ヶ谷！ ～歴史と文化～」 

(第２７回 明治期の地誌から見る三田ヶ谷) 

　先月号で、江戸時代に作成された『武蔵田園簿』から三田ヶ谷地区の各村の田んぼと畑の比率を

見てみました。では、明治時代はどうだったのでしょう。明治９年頃に編まれた『武蔵国郡村誌』

を見てみたいと思います。各村の畑田の比率は、おおよそ以下のとおりです。 
　　喜右エ門新田村：田３１町、畑５０町　　　　　与兵エ新田村：田１２町、畑１９町 

三田ヶ谷村：田１００町、畑１０７町　　　　　日野手新田村：田２１町、畑１町 
弥　勒　村：田４２町、畑１０７町 

　畑の比率の方が高くなっていることがわかります。「物産」の項目を見ると、喜右エ門新田・与

兵エ新田・弥勒の各村は、米よりも大麦を多く作っていました｡喜右エ門新田は米が１８５石に対

して大麦は４８４石、与兵エ新田は米８２石・大麦２０４石、弥勒は米６６５石・大麦１，３５２

石という生産高でした。逆に、三田ヶ谷村では米８８０石に対して大麦は５７４石で、日野手新田

は米１０１石に対し、大麦２３石でした。米や大麦以外にも、小麦・大豆・小豆・粟・蕎麦などを

作っており、いずれの村も「男女農を専（もっぱら）とす」と記されています。ただ、三田ヶ谷村

だけは「男女農を専とし傍ら機織養蚕等に従事す」とあり、一つの特徴が見て取れます。ちなみに、

各村が保有する耕作船は、喜右エ門新田１８艘、与兵エ新田１７艘、三田ヶ谷８０艘、日野手新田

３艘というデータが記載され、三田ヶ谷村は群を抜いていました。 
新田開発や農機具の発展、二毛作の定着や地域のニーズもあったでしょう。時代が進めば、用水

路の整備などにより、さらなる変化を遂げました。小説『田舎教師』のモデル・小林秀三が弥勒に

務めていたのは明治３０年代半ばでした。秀三はどのような光景を目にしながら、弥勒へと通って

いたのでしょうか。 
 

 
 
 
 
 
 

９月の公民館休館日 

毎週火曜日、２１日（月）、２３日(水)

公民館主事：高鳥


